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業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 

 

 平成29年５月14日に当社川崎製造所で発生しました火災につきまして、皆様に多大なるご迷惑とご心配をお

かけし、深くお詫び申し上げます。 

 このたび当社は、この火災の影響等を踏まえ、平成29年５月９日に公表した業績予想及び配当予想を下記の

通り現時点で未定とさせていただくことといたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

●業績予想の修正について 

平成30年3月期第2四半期（累計）連結業績予想の修正（平成29年4月1日～平成29年9月30日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する四半期純利益 

１ 株 当 た り 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

61,000 

百万円 

3,200 

百万円 

2,600 

百万円 

2,100 

百万円 

13.58 

今回修正予想（Ｂ） － － － － － 

増減額（Ｂ－Ａ） － － － －  

増減率（ ％ ） － － － －  

(ご参考)前期第2四半期実績 

(平成29年3月期第2四半期） 
53,544 959 340 329 2.13 

 

平成30年3月期連結業績予想の修正（平成29年4月1日～平成30年3月31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

124,000 

百万円 

5,700 

百万円 

4,500 

百万円 

3,600 

百万円 

23.28 

今回修正予想（Ｂ） － － － － － 

増減額（Ｂ－Ａ） － － － －  

増減率（ ％ ） － － － －  

(ご参考)前期実績 

(平成29年3月期） 
112,962 4,352 2,849 2,349 15.19 



 

 

 

平成30年3月期第2四半期（累計）個別業績予想の修正（平成29年4月1日～平成29年9月30日） 

 売上高 経常利益 四半期純利益 １株当たり四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

51,000 

百万円 

2,100 

百万円 

1,800 

百万円 

11.64 

今回修正予想（Ｂ） － － － － 

増減額（Ｂ－Ａ） － － －  

増減率（ ％ ） － － －  

(ご参考)前期第2四半期実績 

(平成29年3月期第2四半期） 
41,006 △350 △213 △1.38 

 

平成30年3月期個別業績予想の修正（平成29年4月1日～平成30年3月31日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

104,000 

百万円 

3,400 

百万円 

2,900 

百万円 

18.75 

今回修正予想（Ｂ） － － － － 

増減額（Ｂ－Ａ） － － －  

増減率（ ％ ） － － －  

(ご参考)前期実績 

(平成29年3月期） 
88,355 1,552 1,469 9.49 

 

●配当予想の修正について 

 年間配当金（円） 

 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期 末 合 計 

前回予想 

(平成29年5月9日公表) 
－ 2.50 － 2.50 5.00 

今回修正予想 － － － － － 

当期実績 － － －   

前期実績 

（平成29年3月期） 
－ 0.00 － 2.50 2.50 

（修正の理由） 

平成29年５月14日に発生した火災により、当社川崎製造所熱延工場は稼動を休止しておりましたが、厚板プレートの圧

延につきましては、平成29年６月13日をもって操業を再開しております（平成29年６月14日公表の「火災発生に関するお

知らせ（第４報）」をご参照下さい）。現在関係当局と連携し火災の原因究明を進めるとともに、10月中旬のコイル圧延を

含めた全面的な熱延工場の操業再開を目指して復旧作業に努めております。 

 この火災による当期業績（税金等調整前当期純利益）への影響額につきましては、同業他社への生産委託に伴うコスト

アップ等により50億円程度を見込んでおりますが、現時点では不確定要素が多く、業績への影響を合理的に見積もること

が困難なため、業績予想及び配当予想を未定とさせていただくことといたしました。 

 今後、業績への影響額が判明次第、改めて速やかに開示いたします。 

以 上 


